
安
心
し
て
出
産
で
き
る
ま
ち
・
都
城

周
産
期
を
支
え
る

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
医
療

　

赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
す
る
ま
で
に
は
、
母
子

の
命
が
危
う
い
状
況
も
起
こ
り
得
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
母
子
を
救
う
本
市
で
の
医
療
が
、

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

今
回
は
、
周
産
期
医
療
の
現
状
を
紹
介
し

「
安
心
し
て
出
産
で
き
る
ま
ち
・
都
城
」
を

特
集
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課　

☎
23

－
３
１
７
４

松原鉄也さん・愛さん夫妻の長女奈
な

叶
な

ちゃん（平江町、8月18日誕生）
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周産期を支える全国トップクラスの医療 都　　　城

　

妊
娠
満
22
週
か
ら
生
後
１
週
未
満
ま

で
の
出
産
に
ま
つ
わ
る
時
期
を
「
周
産

期
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
母

子
と
も
に
異
常
を
生
じ
や
す
く
、
突
発

的
な
緊
急
事
態
が
起
こ
る
可
能
性
も
高

く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
周
産
期
は
万
一
の
状
況

に
備
え
て
、
産
科
と
小
児
科
の
連
携
し

た
総
合
的
な
医
療
体
制
が
必
要
で
す
。

　

周
産
期
に
亡
く
な
っ
た
胎
児
や
新
生

児
の
割
合
で
あ
る
周
産
期
死
亡
率
【
周

産
期
死
亡
数
÷
（
出
生
数
＋
妊
娠
満
22

週
以
降
の
死
産
数
）
×
１
０
０
０
】
を

見
る
と
、
宮
崎
県
は
平
成
６
年
に
最
下

位
と
な
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
宮
崎

県
で
は
、
宮
崎
大
学
が
中
心
と
な
り
、

各
地
域
の
中
核
病
院
に
地
域
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
な
ど
、

地
域
の
産
科
医
療
施
設
の
支
援
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
16
年
に
は
宮
崎
県

の
周
産
期
死
亡
率
が
全
国
で
最
も
低
く

な
り
、
飛
躍
的
に
改
善
し
ま
し
た
。
ま

た
、本
市
が
位
置
す
る
県
西
地
区
で
は
、

地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
（
祝
吉
町
）
を

中
心
に
、
市
内
の
産
科
医
療
施
設
が
、

全
国
初
と
な
る
「
分
娩
時
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
危
険
な
状
態
の
妊
婦

と
胎
児
の
状
況
が
確
認
で
き
る
、
胎
児

心
拍
数
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
）
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
し
、
緊

急
時
の
連
絡
や
搬
送
が
で
き
る
体
制
が

実
現
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
生
か
す
た
め

に
、
本
市
の
周
産
期
医
療
に
携
わ
る
医

療
従
事
者
が
日
々
研
さ
ん
を
積
み
な
が

か
つ
て
「
周
産
期
死
亡
率

が
全
国
ワ
ー
ス
ト
」
だ
っ

た
宮
崎
県

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ

た
本
市
の
周
産
期
医
療

ら
、
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、

本
市
の
周
産
期
死
亡
率
は
、
毎
年
、
全

国
1
位
の
都
道
府
県
の
周
産
期
死
亡
率

と
遜
色
の
な
い
低
い
値
で
推
移
し
、
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
医
療
体
制
で
、
本

市
の
母
子
の
命
を
守
っ
て
い
ま
す
。
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周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

　

宮
崎
大
学
は
、
産
科
医
療
施
設
の
支

援
体
制
強
化
の
た
め
、
大
学
内
に
三
次

医
療
施
設
と
な
る
総
合
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
各
地
域
の
中
核
病
院
に
二
次
医
療

施
設
と
な
る
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
を
整
備
。
一
次
医
療
施
設
で
妊

婦
や
胎
児
が
危
険
な
場
合
に
支
援
で
き

る
よ
う
、
二
次
医
療
施
設
に
は
宮
崎
大

学
で
専
門
的
な
教
育
を
受
け
た
医
師
が

派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
周
産
期
医
療
の
充
実
を
語
る
上
で
大
き
な
存
在
で
あ
る
宮
崎
大
学
。
宮
崎
大
学
と
県
内
の
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
一
次
医
療
施
設
な
ど
の
、
連
携
の
仕
組
み
と
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

一
次
医
療
施
設
か
ら
三
次
医

療
施
設
ま
で
の
連
携

　

一
次
医
療
施
設
で
は
、
母
子
と
も
に

健
康
で
、
安
全
か
つ
低
リ
ス
ク
の
出
産

が
見
込
ま
れ
る
妊
婦
の
健
診
か
ら
出
産

を
担
い
ま
す
。
二
次
医
療
施
設
で
は
、

一
次
医
療
施
設
で
対
応
で
き
な
い
妊
婦

を
受
け
入
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
二
次
医

療
施
設
で
も
対
応
が
難
し
い
妊
婦
に
つ

い
て
は
、
三
次
医
療
施
設
で
あ
る
宮
崎

大
学
が
受
け
入
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

一
次
医
療
施
設
か
ら
三
次
医
療
施
設
ま

で
が
連
携
し
、
周
産
期
の
母
子
を
守
る

体
制
が
整
い
ま
し
た
。

対
応
力
を
高
め
る
研
修
体
制

　

宮
崎
大
学
で
は
、
周
産
期
医
療
従
事

者
が
、
妊
婦
や
胎
児
の
異
常
を
即
座
に

判
断
で
き
る
よ
う
に
次
の
研
修
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①�

地
域
医
療
を
担
う
医
師
た
ち
は
、
よ

り
深
い
知
識
を
身
に
付
け
高
度
な
技

術
水
準
を
保
つ
た
め
に
、
宮
崎
大
学

に
勤
務
し
、
研
修
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す

②�

二
次
・
三
次
医
療
施
設
に
勤
務
す
る

医
師
が
、
定
期
的
に
課
題
症
例
を
持

ち
寄
り
検
証
し
て
い
ま
す

③�

県
内
の
医
師
や
助
産
師
、
看
護
師
な

ど
を
対
象
に
「
宮
崎
県
産
婦
人
科
病

医
院
従
事
者
研
修
会
ひ
む
か
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

宮
崎
大
学
と
地
域
医
療
の
連
携

○○医院

総合周産期母子医療センター
（宮崎大学医学部）

地域周産期母子医療センター
（都城医療センター）

ハイリスクな妊産婦に対応

身近な「かかりつけ医」

地域の産科医療施設

三
次
医
療
施
設

二
次
医
療
施
設

一
次
医
療
施
設

より高度な医療技術で
二次でも対応できない妊産婦に対応

○○医院

一次医療施設
産科医療施設６施設
助産院………３施設

二次医療施設
地域周産期母子医療センター
（都城医療センター）

一次医療施設の
モニタリングを
リアルタイムで共有

都城圏域での仕組み

　本市を中心とした県西地区では、宮崎
大学との地域医療の連携のほかに、一次
医療施設と二次医療施設の連携を強化す
る、全国初の「分娩時医療情報ネットワー
クシステム」を構築しました。
　これは、一次医療施設と二次医療施設
をインターネット回線で結び、リアルタイム
で分娩中などの妊婦や胎児の情報を共有
します。このシステムの導入によって、より
具体的な相談や連絡が取りやすくなり、迅
速な判断や、異常時の連携と搬送が可能
になりました。

分娩時医療情報
ネットワークシステム

全国初！

都城市における
周産期医療の連携の仕組み
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宮
崎
県
の
周
産
期
医
療
を
け
ん
引
し
て
き
た
池
ノ
上
克つ

よ
む

宮
崎
大
学
長
。
周
産

期
死
亡
率
改
善
に
向
け
て
の
取
り
組
み
と
、
今
後
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
い
た
い

国
立
大
学
法
人
宮
崎
大
学 

池
ノ
上
　
克つ

よ
む 

大
学
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

周産期を支える全国トップクラスの医療 都　　　城

【
周
産
期
医
療
を
支
え
る
】

　

こ
こ
数
年
、
宮
崎
県
で
は
、
周
産
期

死
亡
率
は
低
い
状
況
で
す
が
、
そ
の
推

移
を
よ
く
見
る
と
波
が
あ
り
ま
す
。
宮

崎
大
学
で
は
そ
の
原
因
を
検
証
し
、
研

修
で
共
有
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
周
産
期
医
療
を
維
持
す
る
に
は
、

誰
か
が
、
緊
張
感
を
保
つ
要
と
な
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
が
私
の
役
割

だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
い
た
い
と

い
う
思
い
を
、
産
婦
人
科
医
や
助
産
師

が
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
後

は
、
そ
の
熱
い
思
い
を
受
け
継
ぐ
産
婦

人
科
医
や
助
産
師
の
数
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
宮
崎
大
学
に
赴
任
し
た
平
成
３
年

当
時
、
宮
崎
県
は
周
産
期
死
亡
率
が
高
い

状
況
で
し
た
。
し
か
し
、周
産
期
医
療
は
、

産
婦
人
科
医
で
あ
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
熟
児
な
ど
リ
ス

ク
の
高
い
赤
ち
ゃ
ん
を
管
理
・
治
療
で
き

る
知
識
な
ど
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
周

産
期
医
療
を
行
う
の
は
難
し
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
医
療
従
事
者
の
教
育

が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
若
手
の
医
師

た
ち
を
対
象
に
、
妊
婦
や
胎
児
、
出
産
後

の
母
子
の
管
理
の
仕
方
を
徹
底
的
に
指

導
。
周
産
期
死
亡
率
の
改
善
を
目
指
し
て

取
り
組
み
を
続
け
た
結
果
、
宮
崎
県
が
全

国
で
最
も
低
く
な
り
ま
し
た
。

【
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
設
立
】

　

次
に
、
県
内
を
４
地
区
に
分
け
、
リ
ス

ク
の
あ
る
母
子
を
治
療
す
る
た
め
の
拠
点

を
整
備
。
県
西
地
区
で
は
、
周
産
期
医
療

を
行
っ
て
い
た
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
の
充

実
を
図
り
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
県
内
の
地

域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
に
、
周
産

期
医
療
を
習
得
し
た
宮
崎
大
学
の
医
師
を

派
遣
。
こ
の
体
制
が
整
う
ま
で
に
、
７

年
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。

【
県
西
地
区（
都
城
市
）で
の
取
り
組
み
】

　

取
り
組
み
が
実
を
結
び
、
県
の
周
産

期
死
亡
率
が
下
が
り
、
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

な
ぜ
か
県
西
地
区
だ
け
は
周
産
期
死
亡

率
が
高
く
、
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
都
城
市
の
産
婦
人
科
医
同

士
は
仲
が
良
く
、
横
の
つ
な
が
り
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
医
師
と
し
て

彼
ら
の
先
輩
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

宮
崎
大
学
と
の
連
携
体
制
を
取
り
や
す

い
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当

時
、
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
周
産
期

医
療
と
が
ん
医
療
に
特
化
し
た
病
院
と

し
て
建
て
直
し
を
計
画
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
機
会
に
県
の
補
助
金
を
活
用

し
て
導
入
し
た
の
が
、「
分
娩
時
医
療

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」（
シ

ス
テ
ム
）で
す
。こ
の
２
つ
に
よ
っ
て
、

県
西
地
区
の
周
産
期
医
療
体
制
が
強
化

で
き
ま
し
た
。

【
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
周
産
期
医
療
】

　

シ
ス
テ
ム
で
は
、
都
城
医
療
セ
ン

タ
ー
が
、
各
一
次
医
療
施
設
の
妊
婦
の

胎
児
心
拍
数
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
）
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
。

産
婦
人
科
医
に
と
っ
て
、
分
娩
時
の
リ

ス
ク
対
応
を
１
人
で
判
断
・
決
定
す
る

の
は
負
担
が
大
き
く
、
ま
た
、
二
次
医

療
施
設
の
医
師
に
と
っ
て
も
、
急
に
危

険
な
状
態
の
妊
産
婦
が
搬
送
さ
れ
て

き
て
も
対
応
が
困
難
で
す
。
そ
の
た

め
、
同
じ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
情
報
を
共

有
し
、
相
談
し
な
が
ら
危
険
な
場
合
に

は
搬
送
し
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
一

次
と
二
次
の
医
師
が
一
緒
に
悩
ん
で
議

論
を
す
る
こ
と
で
、
答
え
を
導
き
出
す

ツ
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
、

分
娩
の
リ
ス
ク
に
よ
っ
て
、
一
次
、
二

次
、
三
次
で
対
応
す
る
妊
産
婦
が
明
確

に
な
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
周
産
期
医
療
が
実
現
し
ま
し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

医
学
博
士

昭
和
45
年
鹿
児
島
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

平
成
３
年
宮
崎
医
科
大
学
医
学
部
教
授

平
成
19
年
10
月 

宮
崎
大
学
医
学
部
長

平
成
27
年
10
月 

宮
崎
大
学
長
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二次医療施設

徳永　修一
医　長

一次医療施設

中山　郁男
院　長

一
次
医
療
施
設
と
二
次
医
療
施
設
の
医
師
に
、
分
娩
時
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
、
本
市
の
周
産
期
医
療

に
つ
い
て
対
談
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

医
学
博
士

平
成
4
年
高
知
医
科
大
学
卒
業

　
　
　
　

宮
崎
医
科
大
学
産
婦
人
科
入
局

平
成
9
年
日
本
産
婦
人
科
学
会
産
婦
人
科
専
門
医

平
成
24
年
母
体
保
護
法
指
定
医

　
　
　
　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科
医
長

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

（
二
次
医
療
施
設
）

徳
永
　
修
一 

医
長

大
き
く
変
わ
っ
た

都
城
の
周
産
期
医
療

中

分
娩
時
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
（
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入
で
、

気
に
な
る
胎
児
心
拍
数
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
を
都
城
医
療
セ

ン
タ
ー
と
共
有
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

相
談
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以

前
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
フ
ァ
ク
ス
で

送
っ
て
い
ま
し
た
。

徳
危
険
な
状
態
の
妊
産
婦
へ
の
迅
速
な
対

応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

中
助
産
院
の
場
合
、
嘱
託
医
が
決
ま
っ
て

い
る
の
で
、
助
産
院
の
判
断
で
各
嘱
託

医
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
共
有
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
見
て
助
産
院
と
相
談

し
、
嘱
託
医
で
も
対
応
で
き
な
い
妊
産

婦
で
あ
れ
ば
、
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
に

嘱
託
医
か
ら
相
談
し
ま
す
。

徳
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
共
有
し
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
大
画
面
に
全
て
映
し

出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
産
婦
人
科
医
が
、

ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
産
婦
人

科
病
棟
の
ほ
か
、
手
術
室
、
当
直
室
な

ど
に
も
画
面
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

妊
産
婦
が
一
刻
を
争
う
危
険
な
状
態
の

場
合
、
手
術
中
で
あ
っ
て
も
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
見
な
が
ら
、
相
談
に
乗
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
一
次
医
療
施
設
（
一
次
）
の
医
師
の
中

に
は
、
院
内
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
自
分

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
も
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
て
、
不
測
の
事
態
に
備

え
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
導
入
の
背
景
と

メ
リ
ッ
ト

中
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
産
婦
人
科
医
が

メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
、
み
ん
な
で
や
り

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
全
て
の
一
次

が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

徳

都
城
は
産
婦
人
科
医
同
士
が
ア
ド
バ

イ
ス
を
聞
く
耳
を
持
ち
、
信
頼
関
係
が

あ
っ
た
こ
と
が
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入
で

き
た
理
由
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
全

国
初
の
シ
ス
テ
ム
は
、
他
県
で
も
導
入

の
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、
う
ま
く
い
か

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中

県
内
の
産
科
医
療
機
関
は
宮
崎
大
学

を
頂
点
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
連
携
体
制
が
非
常
に
構

築
し
や
す
く
、
県
内
で
の
周
産
期
の
症

例
を
ほ
ぼ
大
学
が
把
握
し
、
細
か
な
検

証
を
行
っ
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。

徳
そ
の
通
り
で
す
。
検
証

し
た
と
こ
ろ
、
シ
ス
テ

ム
導
入
後
の
出
生
児
の

臍さ
い
た
い
け
つ

帯
血
動
脈
血
Ｐ
Ｈ

７
・
１
未
満
の
症
例
数

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
簡
単
に
言
う

と
、
苦
し
い
状
態
で
生

ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん

の
数
が
減
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
一
次
・
二
次

医
療
施
設
（
二
次
）
と

も
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
判
読
と
分
娩
管
理
が

改
善
さ
れ
た
結
果
と
思

わ
れ
ま
す
。

分娩時医療情報ネットワークシステム導入による分娩時比較

項目 導入前
（H23年1月～H24年5月）

導入後
（H24年6月～H25年12月） 統計学的有意差

総分娩数 2327 2748
臍帯動脈血PH7.1未満 10 3 P＝0.023
臍帯動脈血PH7.1～7.2 43 58 ns

出典：道方香織ほか、胎児心拍数ネットワーク体制

都
城
で
実
現
し
た

妊
産
婦
を
守
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

対
　
　
　
談
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中
一
次
の
医
師
と
し
て
、
や
は
り
一
番
の

メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
う
の
は
、
タ
イ
ム
ラ

グ
な
し
に
同
じ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
見
な

が
ら
相
談
で
き
る
こ
と
で
す
。

徳
そ
う
で
す
ね
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

３
つ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
１
つ
目
が

一
次
の
医
師
が
困
っ
た
と
き
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
共
有
し
て
議
論
で
き
る
こ

と
、
２
つ
目
に
一
次
側
で
気
付
か
な
い

異
変
に
二
次
側
が
気
付
け
る
こ
と
、
そ

し
て
３
つ
目
に
、
妊
産
婦
を
搬
送
す
る

際
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
情
報
を
基
に
、
受
け
入
れ
の
準
備
を

早
く
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

中
実
感
と
し
て
、
新
生
児
の
蘇
生
な
ど
の

危
険
な
状
態
が
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

う
ほ
ど
減
り
ま
し
た
。

高
リ
ス
ク
分
娩
の
状
況

徳

市
内
の
分
娩
の
約
３
割
が
都
城
医
療

セ
ン
タ
ー
で
の
分
娩
で
す
。
一
次
か
ら

紹
介
さ
れ
た
妊
産
婦
は
、
分
娩
が
終

わ
っ
て
落
ち
着
い
た
ら
一
次
に
戻
り
ま

す
。

中
約
３
割
が
リ
ス
ク
の
高
い
症
例
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
当
院
で
は
、
分

娩
の
約
１
割
を
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
い
ま
す
。

徳
リ
ス
ク
の
あ
る
妊
産
婦
の
線
引
き
は
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
各
一
次
か
ら
の

紹
介
で
あ
れ
ば
基
本
的
に
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
搬
送
さ
れ
て
く
る
症
例
で
多

い
の
は
、
切
迫
早
産
や
妊
娠
高
血
圧
症

候
群
で
す
。

新
生
児
医
療

中
切
迫
早
産
な
ど
で
生
ま
れ
た
場
合
、
非

常
に
リ
ス
ク
が
高
い
未
熟
児
は
、
都
城

医
療
セ
ン
タ
ー
の
小
児
科
に
診
て
も
ら

い
ま
す
。

徳

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
未
熟
児

な
ど
リ
ス
ク
の
高
い
新
生
児
の
分
娩
に

は
、小
児
科
医
と
分
娩
前
か
ら
連
携
し
、

出
生
直
後
か
ら
治
療
が
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

中

宮
崎
大
学
で
の
新
生
児
医
療
は
、
産

婦
人
科
の
管
轄
で
し
た
ね
。

徳

は
い
。
宮
崎
県
は
特
殊
で
、
新
生
児

医
療
を
担
っ
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
産

婦
人
科
医
で
す
。
県
内
に
地
域
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
は
6
つ
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
小
児
科
で
新
生
児
医
療

を
行
っ
て
い
る
の
は
都
城
医
療
セ
ン

タ
ー
と
県
立
宮
崎
病
院
で
す
。
都
城
医

療
セ
ン
タ
ー
に
は
熊
本
大
学
の
小
児
科

医
、
県
立
宮
崎
病
院
は
宮
崎
大
学
の
小

児
科
医
が
い
ま
す
。
そ
の
他
の
地
域
に

は
、
新
生
児
医
療
を
行
う
た
め
に
宮
崎

大
学
の
産
婦
人
科
医
が
い
ま
す
。
池
ノ

上
克
宮
崎
大
学
長
が
、
新
生
児
医
療
も

で
き
る
産
婦
人
科
医
を
育
て
よ
う
と
取

り
組
み
、
私
を
含
め
、
宮
崎
大
学
出
身

の
産
婦
人
科
医
は
新
生
児
医
療
も
学
ん

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
周
産
期
医
療

徳
周
産
期
の
死
因
で
一
番
多
い
の
は
、
常じ

ょ
う

位い

胎た
い

盤ば
ん

早そ
う

期き

剥は
く

離り

で
す
。
簡
単
に
言
う

と
、
胎
盤
が
剥
が
れ
て
く
る
症
状
の
こ

と
で
、
母
体
に
も
胎
児
に
も
非
常
に
リ

ス
ク
が
高
い
症
例
で
す
。
今
後
、
周
産

期
の
死
亡
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
い
か

に
常
位
胎
盤
早
期
剥
離
の
妊
産
婦
を
救

う
か
が
鍵
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
一
次
と
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
の
密
な

連
携
が
重
要
で
す
。
シ
ス
テ
ム
で
は
発

症
頻
度
は
減
ら
せ
ま
せ
ん
が
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
見
な
が
ら
相
談
し
、
早
め
に

判
断
・
治
療
を
す
る
こ
と
で
母
子
を
救

え
ま
す
。

中
加
え
て
、
シ
ス
テ
ム
は
医
師
や
助
産
師

な
ど
、
み
ん
な
で
妊
産
婦
を
診
て
い
ま

す
。
母
子
と
も
に
元
気
で
生
ま
れ
る
よ

う
に
、
医
師
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
助

産
師
た
ち
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
読
み
解

く
力
も
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

徳

そ
の
通
り
で
す
。
そ
の
こ
と
で
、
異

常
を
い
ち
早
く
発
見
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
リ
ス
ク
回
避
に
つ
な
が
り
ま
す
。

中
シ
ス
テ
ム
の
導
入
か
ら
５
年
が
た
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
維
持
す
る
う
え
で
、

ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
で
の
更
新
も
必

要
に
な
り
ま
す
。

徳
相
談
や
対
応
の
記
録
を
整
理
す
る
機
能

が
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
シ
ス
テ
ム
運
用

の
検
証
が
可
能
と
な
り
、
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
都
城
市
の
周
産
期
医
療
の
維
持
に

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

昭
和
57
年
福
岡
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

　
　
　
　

福
岡
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
入
局

昭
和
60
年
宮
崎
医
科
大
学
産
婦
人
科
入
局

昭
和
62
年
日
本
産
婦
人
科
学
会
産
婦
人
科
専
門
医

平
成
4
年
中
山
産
婦
人
科
医
院
入
職

　
　
　
　

母
体
保
護
法
指
定
医

中
山
産
婦
人
科
医
院

（
一
次
医
療
施
設
）

中
山
　
郁
男 

院
長

周産期を支える全国トップクラスの医療 都　　　城
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妊
産
婦
に
寄
り
添
う

助
産
師
と
看
護
師

・
保
健
師
の
話

　

妊
娠
中
や
、
産
後
の
マ
マ
の
体
と
心

に
つ
い
て
話
し
ま
す

・
栄
養
士
の
話

　

赤
ち
ゃ
ん
が
す
く
す
く
と
元
気
に
育

つ
た
め
の
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
に
つ
い
て
話
し
ま
す

・
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
体
験

　

赤
ち
ゃ
ん
の
抱
っ
こ
や
お
む
つ
替
え

な
ど
、
人
形
を
使
っ
て
体
験
し
ま
す

・
パ
パ
の
妊
婦
体
験

　

パ
パ
が
妊

婦
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
付
け
、

寝
転
ん
だ
り
、

買
い
物
袋
を

下
げ
て
歩
い

た
り
し
て
、

妊
婦
の
生
活

を
体
験
し
ま

す

妊
娠
の
届
け
出
・
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

妊
娠
が
分
か
っ
た
人
や
転
入
し
て
き

た
妊
婦
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届

け
出
に
よ
り
、
母
子
健
康
手
帳
を
交
付

し
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査

　

妊
婦
が
、
定
期
的
に
受
診
す
る
健
康

診
査
の
費
用
を
一
部
助
成
す
る
、
妊
婦

健
康
診
査
助
成
券
を
交
付
。助
成
券
は
、

県
内
の
医
療
機
関
お
よ
び
市
内
や
三
股

町
内
の
助
産
院
で
使
用
で
き
ま
す
。

妊
婦
訪
問
指
導

　

妊
婦
が
、
無
事
に
出
産
し
、
産
後
も

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
に
、
必

要
に
応
じ
て
保
健
師
や
助
産
師
が
訪
問

指
導
を
行
い
ま
す
。

パ
パ
マ
マ
教
室

　

妊
婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、
安
心
し
て

出
産
や
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
教
室
で
す
。

　

妊
産
婦
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
存
在

と
な
る
の
が
、
助
産
師
や
看
護
師
。
ま

た
、
産
婦
人
科
医
に
と
っ
て
は
、
助
産

師
ら
か
ら
の
多
く
の
情
報
が
、
分
娩
時

の
的
確
な
判
断
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

安
心
な
周
産
期
の
医
療
体
制
を
継
続

す
る
に
は
、
医
師
だ
け
で
は
な
く
、
助

産
師
や
看
護
師
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
変

化
を
読
み
解
く
力
を
高
め
る
な
ど
技
術

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
都
城
市
内
の
産
婦
人
科
医

や
助
産
師
な
ど
周
産
期
医
療
に
携
わ
る

講習会で一人一人がレベルアップ

中山産婦人科医院
瀬戸山  和代 助産師

　７月19日の講習会で、 勤
務先の同僚と、高リスク分
娩のモニタリングを報告し
ながら、池ノ上克宮崎大学

長から多くのアドバイスをもらいました。
　参加者は、この講習会で報告される難しい
分娩の実例から、さまざまな知識や対処法を
身に付けています。これにより、現場で私た
ちは、都城医療センターと当院院長と共に、
相談しながら安全な出産ができるよう努めて
います。
　この講習会を通して、出産に携わる医師や
助産師など、病院スタッフのレベルが向上し
ているのはもちろん、参加者が情報共有する
ことで、地域全体の周産期医療のレベルが
確実に向上していることを実感しています。

人
た
ち
が
、
自
発
的
に
始
め
た
講
習
会

が
月
１
回
、
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
ノ
上
克
宮
崎
大

学
長
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
師
を
務

め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
医
療
処
置
な
ど

に
つ
い
て
検
証
・
研
究
を
重
ね
、
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

妊
産
婦
が
安
心
し
て
元
気
な
赤
ち
ゃ

ん
を
産
め
る
よ
う
、
医
師
や
助
産
師
な

ど
の
垣
根
を
越
え
て
、
知
識
や
技
術
を

共
有
し
な
が
ら
、
本
市
の
周
産
期
医
療

を
支
え
て
い
ま
す
。

妊
婦
の
相
談
窓
口

市
役
所
の
保
健
師

　

市
役
所
に
は
、
妊
娠
や
出
産
に
不
安
を
感
じ
る
妊
婦
に
寄
り
添
う
保
健
師
が
い
ま

す
。
ま
た
、
訪
問
指
導
な
ど
妊
婦
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

こ
ど
も
課
ま
た
は
東
部
・
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

2
6
8
4
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安
心
で
き
る
出
産
環
境

身近なかかりつけ医
都城圏域の産科医療施設と助産院

初
め
て
の
出
産
を
前
に

紗
代
さ
ん
：
初
め
て
の
出
産
は
や
っ
ぱ

り
不
安
で
す
。
最
初
は
う
れ
し
く
て
楽

し
み
だ
け
で
し
た
が
、
体
の
変
化
と
と

も
に
不
安
な
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

和
宏
さ
ん
：
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
実
感

が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
パ

パ
マ
マ
教
室
に
参
加
し
て
、
話
を
聞
い

た
り
、
お
む
つ
替
え
な
ど
を
体
験
し
た

り
し
た
こ
と
で
実
感
が
湧
い
て
き
ま
し

た
。

身
近
に
感
じ
た
周
産
期
医
療

和
宏
さ
ん
：
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
と
市

内
の
産
婦
人
科
医
院
が
連
携
し
て
い
る

こ
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、

詳
し
い
内
容
を
知
り
、
都
城
の
周
産
期

医
療
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
聞
い
て
、

と
て
も
安
心
し
ま
し
た
。

紗
代
さ
ん
：
助
産
師
さ
ん
を
始
め
、
た

く
さ
ん
の
人
の
協
力
が
私
た
ち
の
出
産

を
支
え
て
く
れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し

た
。

　

初
め
て
の
出
産
を
前
に
、
期
待
が
膨
ら
む
反
面
、
不
安
も
感
じ
る
も
の
で
す
。
そ

の
不
安
を
和
ら
げ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
で
き
る
パ
パ
マ
マ
教
室
。
そ
の

教
室
に
参
加
し
た
夫
婦
に
、教
室
の
感
想
や
都
城
で
の
出
産
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

  取材を終えて
　赤ちゃんの誕生は、父親や母親だけでなく、周りの人も幸
せにします。しかし、その過程では、命の危険も起こり得ま
す。今回、赤ちゃんの誕生に携わる「周産期医療」について、
さまざまな立場の人に話を聞くことができました。
　宮崎県の周産期医療をけん引する池ノ上克宮崎大学長の

「一人でも多くの命を救いたい」との熱い思いが形となり、本
市が先駆けとなった県内産科医療施設の連携体制は、出産
を迎える人にとって、何ものにも代え難い安心できるもので
す。
　また、今回、取材した医師と助産師の話に共通していた
のが、「全国トップクラスの周産期医療」を提供しているとい
う自負。そのことが自ら研修を企画し、複雑なモニタリング
を読み解く技術向上を図るなど、トップクラス維持につながっ
ていると感じました。
　産婦人科がなくなっていく地域もある中、分娩時医療情報
ネットワークシステムで一次・二次の医師たちが見守る本市
の環境は、どこにでもあるものではありません。全国トップ
クラスの周産期医療を提供するため、日々研さんを積む医師
たちが支える「安心して出産できるまち・都城」を誇りに思い、
多くの人に知ってもらいたいと思いました。

西山　和
かずひろ

宏さん・紗
さ よ

代さん（早鈴町）

　妊娠かなと思った時に受診できる、身近な
一次医療施設を紹介します。

産科医療施設
都城市平塚町3016
☎22-4585
都城市北原町11-5
☎22-4133
都城市東町3街区16号
☎23-1152
都城市前田町17街区32
☎23-8815
都城市蔵原町9-18
☎24-8553
都城市八幡町4-2
☎23-7060

助産院
都城市南鷹尾町42-18
☎25-5557
都城市乙房町1588番地1
☎37-2424 
三股町新馬場25-3
☎51-2085

いそいち産婦人科医院

北原医院

すみ産婦人科医院

中山産婦人科医院

野田医院

丸田病院

上田助産院

ほのか助産院

みまた助産院

※五十音順

周産期を支える全国トップクラスの医療 都　　　城
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